







起こる場合がある。胸腔ドレナージで water seal を形成する液面はある程度の高さが必要である事、メラサ




















































内と連結されている管が水面下 a cm で釣り合っている
ので胸腔内圧は⚑気圧＋a cmH2O の圧が掛っているこ
とになり a cmH2O の陽圧である。図⚑b では管内の水
面とチェンバー内の液面が釣り合っているので胸腔内圧
は⚑気圧である。図⚑c では管内の液面がチェンバー内
の液面より a cm 上昇しているので胸腔内圧は⚑気圧－
a cmH2Oの圧で a cmH2Oの陰圧ある。図⚑a～c におい
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て、もし排液が多い場合チェンバー内の液面が上昇する。
図⚒の様にドレナージ・チューブが排液で満たされ、チェ
ンバーの液面と 1 m＝100 cm の落差を与える状態に
なっていたならば大気圧より 100 cmH2O 高い陽圧で排
液チェンバー内へ排液が流出する事になる。逆に図⚓の
ごとく排液チェンバー液面が胸腔内ドレーン挿入部より
























体に F の力が作用した時の圧力は P＝F/S となり




度 g（Gまたは g：gravitational acceleration）が地球
表面に存在するすべての物体に作用しています。患
者さんを持ち上げた時、重たいと感じるのは患者さ
















る 圧 力 P は P＝F/S＝mg/S＝dVg/S＝dhSg/S＝
dhg となります。ここで密度 d は物質によって決
まっていますので定数、重力加速度 gも一定で定数






h だけ高い A 槽から下の B 槽へ持続的に流出しま
す。これが上記で示した図⚒と図⚓の状態です。つ






れを水柱 mmH2O に換算すると、水銀の密度 dHg＝
13.6、水の密度 dH2O＝1なので 760×13.6/1＝10336
mmH2O つまり 1033.6 cm＝10.336 m となりま















































図⚗ 24 mL water seal での努力性吸気圧









ル部へ侵入する。この時 24 mL の蒸留水では一気に
ウォータートラップに達し、それが繰り返され胸腔内に





















更にメラサキュームに注入する蒸留水は 50 mL を必
要とすることを提唱したい。
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